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　 　 　 は じめ に

　　 　物 の 数 を数える とい うこ と は、人類が 文字 をもつ 以前 に始 ま り、原始文字 をもっ た ご く初

　　 期か らその表記 も工 夫 され て きた。 そ の 古い 文化の流 れ の上 に 、 それぞれ の言語の称数法と

　　 表記 があ る 。 生活文化 の 基本事項で ある称数法 は 、 ど の 語学 を学ぶ に も 、 初級段階で それ を

　　与えられ るが 、

一
般 に与 えら．れ た数の 数え方を丸暗記 する こ．とで す まされ て い よう。 私は 中

　　 学生 の 日に初め て 英語 の 称数法 に接 し て 、eleven ，
twelve の 異質性 に首 をひ ね りtwentyone ，

　　 twentytwo ，まで きて や っ と安心 した こ とを思 い 出す 。 今 に して 思 えば 、 日本語の 称数法 と

　　 の対比で 英語の 称数法 を見 て い た とい うこ とで あろ う。

　　　 そ の 後 、 大 学 で 20進法 ・60進法の 痕跡 を残す フ ラ ン ス 語 の 特 異 な 称数 法 （例 えば、71

　　〈soixante 　 dix　60＋ 11＞80＜quatre 　vingts 　4× 20＞．91〈quatre 　
・
　vingts

・dix　4 × 20 ＋11＞＞に接

　　 し た り、文字学の 講義 を受 げた りして 、断続的 で はあ るが意識 的に 数表記 と称数法の 差異 に つ

・
　 い て 考 えて きた 。 中国で 日本語 を教 えた折 りには、．日本語 （和語）と漢語 の称数法の 関係 を意

　　識 化させ る こ とで 、日本語の 中 の 漢語 の 占め る位置 を説明 した 。
い ま 、 英米語科の 学隼に 中

　　 国語 を教 える折 りな ど 、 英語 ・日本語
・
中国語 の そ れ に つ い て対 比 を示す こ とを試みて い る 。

　　 い ずれ も私の 語学教育生 活を通 じて生 じた観 念連合の 結果で あるが、「思 い て学 ばざれ ば則

　　 ち殆 し」の 言葉通 り、 その 多 くは 、数学史、科学史 、 天 文暦法 の 入門書 に は そ れぞ れ明解に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

　　書かれ て い る こ とばか りで ある 。 た だ、 語学教育にそれ らρ知見が生 か され る こ とが少ない

　　 こ とこ とからす れば、大学の 語学教育 におい て 、諸語の 数表記 、称数法の 普遍的側面 と差異

　　に つ い て示 し、私達の 日常触れ て い る称数怯の諸相 を整理 して み る こ とは多少の意義が あろ

　　 うと思 う。 以下 はその ための ノ
ー

トで ある 。

　 1　日本語の 称数法

　 1一ユ　 日本語 の 称数法 は漢語で ある こ と

　現代 日本語の 1〜10まで の 称数法
’
に は

’
rい ち ・に い ・さん ・し い ・こ う ・ろ く ・しち ・は

ち ・くう ・じ ゅ う」の 漢語系の 称数法 と固有 日本語で ある「ひ と ・ふた ・
み

・よ ・い つ
・む ・

な な ・
や

・こ こ ・とお 」の 和語系の 称数法が並存 して い る 。 日本語本来 の称 数法 は こ れ まで

で 、10以上 の称数法は消えて し ま い
、 わずか に 二 十 日（は つ か ）、 二 十歳（はた ち）晦 日（みそ か ）、

三 十
一

文字（み そ ひ とも じ）、 八 百屋 （や お や ）な どにそ の 痕跡 を残 して い る のみ で あ る 。
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　まだ十二 分 に 日本語の 称数法が 固 まら ぬ うちに圧倒 的 に整 っ た 中古漢語 の 称数法が そ の 漢

字表記と と もに 日本に入 っ た ため、その 後 11以上 の 和語 系の 称数法 は姿 を消 して 、基本数詞の

1〜10の み が 、外来語 と して の 漢語系列 の称数法 と並存 して 生 き残 っ た の で ある 。

　現在、学生一
般には乱漢語 ・和語の 並存はふ つ う、 漢字語彙の 音読み 、 訓読み 程度に しか

意識 され てお らず 、外来語 ・固有語 の 並存と い う面 は忘 れ られて い る こ とが多い
。 従 っ て 、

現代漢語の 「yl 邑rsan 　siwU 　l沁 ql　bajiif　shi 」 を教 えて、「い ち、に い 、さん 、 しい 、．こ

う、 ろ く、しち、は ち、 くう、じ ゅ うd を対比 して もそ の 同
一

語源で ある こ とは意識 され な

い
。 それ は 理屈の 上 で知 っ て い るはずで も、日本語の 漢語系列の 称数法が 中古漢語 の 日本的

化石化で ある の に対 して 、現代漢語 の それはその 後の 音韻変化 を遂 げた形で 、

一見その類似

は 三 （san ， ．さ ん ）ぐら い に しか見出せ な い た め で もあ る 。 そ こ で 以 前な ら和語 と漢語の 固

有語 と外来語 の 側面 を確認 して 、そ れが 同一語原 で ある こ とを説明 したが 、 近頃 は藤堂明保

編 「学研 漢和大字典」に は 、 字音の 名条 に音韻変化の あ とが示 され て い る の で、これ を示せ

ば 、 実感の 伴な っ た理解 が得 られよ う。

（注 1）
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　中古漢語音 を縦 に た ど り、 「p，t，k」の 入 声音の 存在 と 、 それが 日本人 め発音 にか か る と

CV 音節化 して 、 「ti」 「tuj 「ku 」の よ うに な り、 「P」 は 「ジ フ 」 の よ うに 「フ 」とな る こ と

を言 えば、現代 日本語の 漢語系列め称数法が 中古漢語の 化石化 と して明示 され る。そ して こ

の発音を用 い て 中国語の 十進法 万進法に従 っ て 、 十 、 百 、

一
千、万 …の桁 にそ れぞ れ

一
、 二 、

三 …九を直接 くっ つ けて となえて い る の が、現代 日本語の 称数法で ある 。 ただ 10まで の 基本

数詞 の み は固有語の 称数法が残 っ た が 、 それは称数法全体か らすれば殆 ど痕跡程度にすぎな

い Q

工一 2　 消 えた 日本語 の 称数法

そこ で現代 日本語に は消えて しまっ た11以上 の称数法 は ど ん な もの で あ っ たか を端的に示
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すに は、高校生 時代 に誰 もが触れ た 「土佐 日記」の冒頭 を示せ ば よ い
。

　を と こ もすなる 日記 とい ふ もの を、をん な もして み む とて する な り。

そ れ の と しの
、 しはす の 、は つ か あま り、ひ とひ の ひ の 、

い ぬ の と きにか どで す 。

（注2）

　21日 とい う日数を数えて 「は つ か あま りひ とひ」と い えば 、11 日以上 は 「とをあまりひ と

ひ 」 と 「10位数一あま り一1位数」 の 称数法で あ っ た と類推で きる 。

1
た だ、翌 日の 日記 の 日

付けは 「二 十 二 日」 と漢字表記され 、，こ の 方は漢語系列 の称数法で読 むべ きこ とが 、萩谷朴

先生 によ っ て 主張 され て い る 。

　つ ま り， 序章の Fは つ か あま りひ とひ 」 と い う本文が 日付の 表記で は な く， 日数

の 計算 に過 ぎない こ とと， 文章語 と して も音読以外 に訓 み方 の ない 「元 日j とい う

本文の 存在 に よ っ て，すべ て を国語 として和訓せ よと主張す る根拠 は消滅 した こ と

にな る 。 ただ し，漢字表記 の もの をす べ て 音読する の で はな く
一

日 （つ い た ち）二

日 （ふ つ か ）三 日 （み っ か ）四 日 くよ っ か ）五 日 （い つ か）六日 （む い か ）七 日 （な

の か ）九 日 （こ こ ぬ か ）十 日 （とをか ）十四 日 （じふ よ つ か）廿 日 （は つ か）廿四

（に じふ よつ か ）卅 日 （み そか）等 をまじえた音訓折衷の きわめ て 平俗な よみ方が

適当す る と考え るの で あ る 。 （「土佐 日記全注釈」P53〜54）

　とする と，貫之の 時代 に は 日数 を数えるに は和語 ， 日付 を数える には現代 日本語 と殆ど同

じ称数法 （卅 日を除 く）が成立 して い た こ とに なる 。 そ の 音訓折衷 とは ， 暦 日の となえ方 に

残 っ た和 漢混在 の姿で あり， 和語 の 生 き残 り方の 姿で もある 。 基本数詞 の 1〜10
，
20，と10

以上 の 数 に か らむ4が生命力が強 い と い えようか。

それ は言 い 換 えれば，10以上 は漢語系列の称数法 に と っ て代わ られ た もの が ，20日，30日に

また14日，24日の 4 に和語の 称数法の 痕跡 を止 め て い る もの とい えよ う。 やが て 暦法の 変化

に 伴 なっ て 卅 日 （み そか ）も30 日 （さ ん じゅ うにち）の 漢語 に席を空 け渡 して月 末の 意に落

ち着けば
，

こ れは 現代 日本語の 日付の となえ方 と完全 に
一
致する 。

　 日付 と 日数は現代漢語で は 「
一号 ，二 号，三号 （文章語 で は

一
日，二 日，三 H も）」と 「一

天 ， 兩天 ，、三 天」と明確に 区分 され るが 「土佐 日記」 の 使 い 分 けは現代 まで は残 らずそ の 日

付の 数．え方が 日数の 数え方 と重 なる 結果 とな っ た 。 ただ 1日 （つ い た ち）だ けはtukitatiの 音

便 ， 月 の 初め の 意で あるた め，別 に1日 （
』
い ちにち ）の 漢語が席 を占め て い る 。

　「土 佐 日記Jに残 っ て い た和語系列 の 11以上の 称数法 を．更 に「古事記」
（注 3）

に遡 っ て み ると 。

　十二 神 （とをま りふ た は しら）壹拾肆嶋 （とを ま り
』
よ し ま ）十六神 （とお ま りむ

は しら）參拾五神 （み そ ぢま りい つ は しら）肆拾伍歳 （よそ ぢま りい つ とせ ）肆拾

玖歳 （よ そ ぢま りこ こ の とせ ）伍拾漆歳 （い そ ぢま りなな とせ ）玖拾參歳 （こ こ の

ぞぢ ま りみ とせ ）壹佰陸歳 （ももま りむとせ）壹百貳拾參歳 （ももあま りはたちまり

み とせ）壹佰參拾漆歳 （ももちまりみ ぞぢまりな なとせ）など，

神の 数，島の 数，天皇 の 年令を数えた もの が
， 漢数字表記の 訓み として 拾 われる。
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太安万侶 は数表記 に あた っ て唐代 に流行 した繁体 の 仮借数字 をまじえた表記 を用 い
， 和語の

音 を示す よ うな表記 をと っ て い ない
。

（注 4）
こ こ に示 した訓み は

， 倉野憲司氏の それ で あるが ，

こ れ らは宣長以 来の 古語 の研究 に立 つ 復原で あっ て ，「土佐 日記」の 日付けの ように巳に漢

語系例 の 読み が 浸透 し て い た か も知れ な い と の 疑 い が もた れ うる 。

　 しか し， それは「各纏持八 尺勾聰之五 百津之美須麻流之珠而」 （各八尺 の 勾 聰の 五 百津 （い

ほつ ）の 美須麻流 の珠を纏 き持 ちて ）（「古事記」P74 ）の ような表記 を見 れ ば，や は り和語

で読 まれて い た も の と思 う。 そ れが 漢語表記 の そ の もの をめ ざ した 「日本書記 」で は 「八 坂

之瓊之五百 箇御統」 と記 され る の と対 比 して みれ ば 明らか で あ る 。

（注 5）

　する と 「古事記」の称数法 は，10 （とを）2G （は た ち）30 （み そぢ）40 （よそぢ）50 （い

そぢ）60 （むそ ぢ）70 （ななぞ ぢ）100 （もも，又 は ももち）で あ り11以上 99まで は，「10位

数
一

ま り
一 1位数」 100を超 える と 「も もあ ま り

一10位数 一ま り一1位 数」 また は 「ももち一

ま り一10位数一ま り
一1位数」の ように となえて い た と帰納 される 。 20以上の 数 につ く 「ち」

又は 「ぢ」 は 「一つ ，二 つ 」．の 「つ 」に同 じく漢語 の 「箇 」にあたる 。

　 こ の ように位 ど りの 変わ り目毎に 「あま り」な り，そ の短縮形
「
「ま り」な り．を入 れ て称 え

る称数法 の 前 に，十進法，万 進法に よ り十 ，百，千，万 と位取 りが進む ご とに下位数をそ の

まま下接す る 漢語 の よ うな簡潔な称数法が出現すれ ば
， そ の 表記を借 りた 以上

，
い ずれ 日本

語固有の 称数法 に と っ て 変わる の は 自然の 勢い で あ っ た 。

　同 じ文化的条件下 にあ っ た朝鮮語で は 1〜99まで は固有語 と漢語の 称数法が並存 して い て ，

100以上 は漢語称数法が使われ る 。 そ れ は朝鮮固有語の称数法が 10以上 にな っ て も日本語 の よう

に「あま り」などを下接 しない数え方で あっ たた め，並存の 幅が 日本語より少 し広 くなっ て い る 。

　 ただ ， 和語の よ うな不 自由な称数法 に類似 の 発想 は ， 漢語 に もなか っ た こ とで は ない
。

戻 氏錫之邑二 百又九 十又 九邑 。　 （齊子仲姜鋳，210）
　 　 　 　 　 　 　 ◎ 　　　　◎

朞三 百有六旬有六 日。　 （書、堯典 ） （周 法高「古代語 法」p269 ）
　 　 　 ◎　　　 ◎

　こ れ は中国古代 の 例だ が，言 い 回 し レ ト リ ッ ク と して は 「十 有五 年」の よ うな表現 と して

近代に まで 残 っ て ゆ く。 た だ漢語の こ うした称数法 は 平行現象で あ っ て
， 称数法 の 主 流で は

ない。 また，英語の eleven ，twelveの 異質性 は英語 における こ うした発想の名残で あ っ た 。

eleven ［OE 　e 皿e 魚 e
，
　e　ndl

・eofan （co9 ・G ．elf（〈OHG 　dn   〈Gme 　einff （ain −one 十 一lif

le・ft＋behind）二 （原義）10かぞ えて残 り1］

tWelve［OE　tWeif（cog　l　G　zw6if ）〈Gme 　twa−two＋ −Ur　left　behind：（原義）「10数えて残 り2」（
注6）

　こ れは，和語 の 「あ ま り」の 発想 の 方 に近 く， 525をfive　 hundred 　 and 　twenty 　f｝ve の よ

うに い う 「and 」や，仏語の 21，31，41
，
51，61，71な どに残る 「et」（例えば 21　ving 　et　un ）

は漢語の 「又 ・有」 に近 い で あろ う。

　上に あげた 「古事記」の 100以上 の 数 は い ず れ．も天 皇の 寿命で （106歳孝霊 ，
123歳孝安 ，

137歳神武），こ れ 以上 の 数で 「古事記」に 見 える の は
， 神代七 代 の 終わ りに ， 「日子穗穗手

見命者坐高千穗宮、伍佰捌拾歳。 （い ほまりや そ とせ ）」と，神 として 例外が見 える他，い
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ずれ も大 数を も っ て 数の 多 い こ とを言 う例 で ，実際 の 数を表そ うとする もの で は な v、・。

そ うした例 と して 500，1000，1500，8000，8000000が見 える 。

　五 百 引石 （い ほ び きの い は），長五 百 秋，絞殺千頭 （ちか し らを くび りこ ろ さ む），千

人 （ちた り）于五百之黄泉軍 （ち い ほ の よもつ い くさ）， 千五 百人 ， 千五百産 屋 （ち

い ほ の うぶ や）八 千矛 神 （や ちほ こ の か み ），八 百萬神 （や ほ よ ろず の か み ）

　日本語で は 「八 尋殿」（や ひ ろ ど の ）「八衢」 （や ち また）「八拳須」 （や つ か ひげ）な ど聖

数八 が多数 を代表 し，それ が拡大す る と 「八 十墹手」（や そ くまで ），「百八 十神」（ももや そ

が み ）の ようにな り，更に 「八千矛 」「八 百萬」の よ うに拡大 した 。 五百 （い ほ ）， 千 （ち），

千五百 （ちい ほ）は実数の 百 を多数 の代表 ζした もの が ，．5，10の 単位で拡大 した もの で あ る 。

　以上消えた和語の 称数法は具体数と して は 百数十 ぐらい まで
， それ 以上 は

，
5

，
8

，

「
10

，
100

，

を単位の 基礎 と して 拡大 した もの が 見られ た 。 そ の 目で 見れ ば580歳とい う日子穂穂手見命

の 寿命 も5× 100＋ 80にそ の 誇張法 を見 られ よう 。

　漢字 の 成立期に殷 の 人々 は 千 ， 万 の 具体数を 数えたが ， 日本語 はその 必要力『100をい くら

も出 な い 所で 漢語 の 整斉 な称数法 に出会 い
， 初め は表記 を借 りる うち に 10以 上 の 称数法その

もの が消えて しま っ た の で ある 。

　 H　 漢数字 とその 他の 数字

　ll　− 1 −
，二 ，三 ， 1L2 ・3 の 原始性

　私達が 日常生 活で接する数字は ア ラ ビア数字 ， 漢数字，ロ
ー

マ 数字 で あろ う。 　 私 は現代

漢語称数法授業 におい て ，こ の 三 つ の 数字 を並行 して示 し，そ の 性質の 読 み と りを促 して ぎ

た 。 　　　　
「
　　　　　 、

11 H2 皿

3

四

W4

五

V5

六，

班

6

七

皿

7

八

皿

8

九

取

9

十

X10

　　漢数字 とロ
ー

マ 数字 の 1− 3の 発想法の 類似 はす ぐにみ て とれる 。 縦横 の 違 い はある もの

の ，直線の 積み重 ねで あ り，ア ラ ビ ア数字 は 1に だけそ の 原始性が あ る と，学生 に は言 っ て

きたの だが ，後に 人類初得の 数観念か らい っ て ア ラ ビ ア 数字の ，2，3は漢数字の 草書体，続

け書 きの よ うな もの で はな い か と思 うよ うにな っ た 。 その 後 出会 っ t」D ・E ・ス ミス ， J ・

ギ ン ス バ L
グ の 「数 と数え方」に は明解 にその 跡が示 されて い た 。

「土」は
L

般 に 二 本の 指 llか 二 本の 横線二 で 表 され た 。
　 Hを早 く．書 くとρ の よ う

にな ります が，ア ラ ビア 人や ペ ル シ ヤ人 が使 っ た数宅U は ， これ か ら出 て い ます。ま

た二 ，は 早 く書 くとーとな り，こ れが 私たちの 2に発展 しました 。 　 　 　 　 、

　 「三 」 は，ふ つ う三 本の 垂直線 m で表わ しま したが ，極東の 中国や 日本 の よ う
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　に水平線三 の ζともあ りま した 。 ある種の ペ ン が 使わ れ だす と，三 本の 線 をつ な い

　で ヨ の よ うにな りま した 。
こ れが 3．の お こ りです。

　 同様 に 垠を早 く書 い てLve）よ うな形 も使わ れま した 。 これが結局 ， イラ ン （ペ ル シヤ 〉入や

ア ラ ビ ア人の W とな り，今日で も幾百万の 人々 が使 っ て い ます 。 とこ ろ で
，

こ の文字を九 十度

回転 しますと，3とな ります汎 お もしろ い こ とに ， こ れが イ ン ドの東部地方の 大部分で は、三 の

数字 を表して い ます 。 サ ン ス ク リ ッ トの 3やそれ に似た多 くの 形が こ の 地方 に見出だされ るの

です。

（溢の

　初期の エ ジプ ト数字は1− 9まで を縦線の数字で ，
バ ビロ ニ ア の楔形数で は楔の数で表して い

る。こ れが
一

番原始的発想 の 数字で，私達が 日常ふ れ て い る三種 の 数字 の 1〜3まで は，こ の 発 想の

表記が残 っ た こ とになる 。

．1− 3まで に原始的発想が残 っ て い る の は
， 人類初得 の数観念が 3まで

で あ っ たこ とに 由来する。丁山厂數名古誼」は，その 中国 の 数観念 の 原初段階 を述べ て 次の ように

言 う、。

　　夫艸 昧之世，人知陋索 ， 凡
一

二 所不能盡者 ， 毎毎約知以三 ， 易日 、

“
利市三 倍

”

論語潟
“
三 思而後行

”
孟子 日

“

食李三 咽
”

史記
“

三 仕三 見，三 戦三 走
”

皆以三 見其

多，蓋上世之遺 。 數 目之謬雖甚古 而上世紀數之術 ， 毎 以 二 爲偶進而以三示多： 多而

無剔，則不足 弭多寡之較也 ， 于是有四五 木七八 九十；　
（注8）

同 じ こ とを 「数 と数字」で は，文化人類学の 調査 を引 い て 次の ように言 う。

　人々 が数や い わゆる 「数字」の 使 い 方 を学 ぶ には幾千年 もかか りま した 。 そ して

人間の 文明が は じま っ て か ら も長 い あい だ
， 必要 な数 と 言 えば 二 や 三 な どの 簡素な

数だけで した。大 きな数の 場合 には私 たちが 「た くさんj 〈lo・ts＞の 人，「ど っ さ り」

〈heap＞の リ ン ゴ，魚 の 群れ 〈schoo1 ＞。 ひ つ じの 「むれ」〈flock＞と い うよ うな

表現 に相当す る さま ざまな こ とばが用 い られ ま した 。 　 た とえば
， オ

ース トラ リ ア

の 三十種の 部族語を調べ て み ます と ， 四以上 の 数は 出て きませ んで した 。
こ れ ら の

部族語の 多くは
，

た だ一と二 だけに名称が つ い て
， それ以上 の 数は単に 「多 く」と

か 「た くさん」と表現する だけで した 。 （「数 と数字 」P11 ）

　幼児が「沢山ち ょ うだい 」の 意で 「三 つ ち ょ うだ い 」とい う例なども， 人間がその発展段階をた どっ

て い る もの と見 られる 。 その素朴な原始観念の 反影が三種の数字の 1− 3の直線表記であ っ た。

　そ こ で こ の 直線 の 表記 は．何 に 由来す る か とい うに，「数 と数字」で は，二 本の 縦線IIを ．厂二

本の 指」 と見，数字 〈digits＞の 語源が ラ テ ン語 くdigiti＞「指」に あ る こ とを述べ 10進数の

起源 を二 本 の 手に 見て い る 。 （同P11 ）

　 郭洙若 もロ
ー

マ 数字をそ の ような もの と見て
， 更 に漢字 の一 二 三 1 　（契文 ， 金文 に

は四 を≡ と書 く）をも手指 の象形 とみ て い る 。 西洋人 は左手 の 小指 から順 に薬指，中指 ， 人

差 し指 と両手を開 く数え方に よ っ て縦画 IE 皿が生 まれ ， Vは片手 の象形 ，
6以上は左 手に

添 え て 更 に右手 を小指か ら立 て て い き，  は 二 本 の 手 を表示 して × とな り，
IV

，
　 IXは それぞ

れ片手 マ イ ナス 1
， 両手マ イナ ス 1 と見る。 い わば，IV，　 IX，　 X ，を漢字 に い う指示文字，
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他 を象形文字 として見て い る 。 それに対 して横 に倒 され て示 され る
一

か ら四 まで の 漢数字は，

右手で 親指か ら人差 し指，中指，薬指と 折 っ て 数える数え方に よると い う。

（注 9）

　 「数 と数字」（P18）には漢数字 と同様， ロ
ー

マ 数字 IVに も IIIIの 表記が あ っ た こ とが紹 介

されて い る 。 これに よると ，
ロ

ー
マ 数字 の 減法に よる表示 IV，　 IXは後出の もの で あろ う。す

る と
，

こ れは 中国の 算木に よる数表示
一 ＝ 三 三…丁丁「III

−
　rm　1の 発 想 に非 常に近 い も の で あ っ

た 。

　 ロ
ー

マ 数字が 減法表示 を含み つ つ ，手指に よ る象形 に由来する とすれ ば，こ れが 三 種 の 中で
一

番原始的な数字で ， 漢数字は 四以後 ， ようや く繁雑化する直線表示 を他の 同音字などを仮借 して

数字を文字化 して示 した もの ，ア ラビブ数字 は，2，3の 草書化 とは 別に，四以上 も一
筆で 書 きうる

よ うな記号 を工．夫 した ものである。近代 に入 っ て ，漢字文化圏で は西洋 の数学 の伝播 に ともな っ

て ，
こ の数字 を取 り入れ，す ぐれた記号性 に よ っ て ，数の 生活の 主役を担 うこ と に な っ た 。 　 ．

　．しかし， 漢字文化圏で は・n ・一マ 数字的繁雑さを文字化に よ っ て 止揚 した漢数字の表記があ っ て，・．

それ は文章表記の 中に厳然 と残る
一
方 ， そ の簡潔な称数法に よ っ て ア ラ ビア数字を も読んで い る

わ けである 。

　 ll− 2　 漢数字の 原義

　郭沫若 は ロ ー
マ 数字の成立 と対比 して漢数字の横畫は指を折 っ て数える こ とに よる と見た。し

か し， 同 じ指を もっ て数える と見て も， そ の横畫 をを単な る習慣 として有意性 を見 ない 説，また横

畫を算木に よ る法則化 と見る説 もあ っ て ，文字学 は初級者 に提示で きる ように は定論 を得て い な

い e

　私 ハ ー
カラ十ヴデ ノ．数ヲ示 ス ニ ハ ，文字 ヲ用 ヒ ナ イ最古ハ 言フ マ デ モ ナ ク，タ トへ 文字ヲ

用 ヒ ル ヤ ウ ニ ナ ッ テ モ便宜 的二 手 ヲ 用 ヒ タ ト思 フ 。 手 ヲ用 ユ ル ニ シテ モ 種々 ノ方法ガ ア ッ タ

カモ 知 レ ヌ ガ
， 私 ハ 漢字 ノ数ヲ示 ス 音カ ラ考ヘ テ ，右 ノ片手ノ指 ヲ用 ヒ タ ト思 フ …

　 先ヅ

第一着手 トシ テ 「
一

」ノ字二 就テ言フ ト，コ レ ハ 人差シ指
一
本ヲ突キ出シ テ数ノ 「

一
」ヲ表

示シ タ ト思 フ 。 ソ レ ヲ書ク場合 ニ ハ
， 縦二 「1」ト書カ ナイデ横二 書イ タ 。

コ レ ハ 契文二 既 二 見

エ テ イル カ ラ ， 今 日吾々 ノ見得ル 聶古カ ラ ノ コ トデ ア ル 。（加藤常鋒「漢字 ノ起源 （
一
）」

（湘 o）

おそ らく原初の時代には ，物の数え方はそれぞ れ具体的事物に即 して便宜な方法が とられて い

たで あろ うが これを文字 と して表記す る ときには，一定の法則化が試 み られ たであうう。 たと

えば，横畫 を一
， 縦畫 を十 とす るな どは算木 による法則化で あ っ た と見られ る6 十位数 を示す

ときにtk　．卅 7 冊 の ように表記す る こ と は ト文金文 に多 く見 られ る とこ ろで あるが，これ も算

木に よる表示法に 由来する と考え られ る 。
エ ジプ トの 神聖文字で は九 まで は直線をその数だけ

並べ て表記し，十は假借字を以て 表記する。直線 は牛を数える時の 算木で ある。（白川静 「説文新

義」巻一
）

注 u ）

　数観念の 発達が指 を用い て 数える とい うこ とか ら始ま っ た と い う古代的事実，また ，それ を裏

付ける文化人類学 の 報告，
一

方 エ ジプ ト神 聖 文字が算木表示で あっ た り， 卜文 ， 金文にみ られ る

廿、卅 などの 表示 に照 らして み る とき，
い ずれ も一理ある 説で ，その 当否を速断で きな い

。 従 っ

て，漢数字の 原義に も，文字学者によっ て 異論があるが ， 今の 所四以上の仮借字につ い て もそれが
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何故数詞 に仮借 された もの か を追及 し ょ うとして い る点で，加藤常賢 「漢字 ノ 起源 （一）」の 説が

一
番当頭の 間に答えて くれ る。授業に示 しうる形で，そg）結論の み を略記 してお く。

四

五

六

七

八

九

十

字形 は人差 し指一本 。 「イツ」（於膝反）の音 は人差 し指 を突 き出した所 からきた 。 鋭

出の 義の 同似の 音 と して は
’

（キツ ）聿 （イッ ）鉾 （イッ ）をあげる 。

「
一

」を二 つ 積み重ねた形 。 「二 」「ジ」の音 は 「
一

」に更に
一を積み重ねた と こ ろか

ら 「績」（古音 シ ）の 音が変 じた もの 。

「一」を三 つ 重ねた形 。 人差 し指 ・中指 ・薬指 を突き出 した形 。 「サ ン」の 音は 「人 の

三 を衆 となす」（国語周語 ）の 「衆」 ・「多い 」の意味か ら きた 。 「攅 は叢なり」（楚辭、

王 逸注）、　1攅 は聚なり」（説文）

口 中か ら八字形に気息の 下垂する形 。 口四の 原 字で 、 四が専 ら数詞 に用 い られ る ように

な っ て 咽 字が 出来た。（丁 山説）「シ」の 音は 「
一
」に し ろ 、 指に しろ 、 四本を r陳べ

た」所か ら来て い て 、陳列の 意の ．「肆」字 を四に代用す る の は四 の 音の 原意 。

（K ）「絲巻 き」の 形。「ゴ」の音 は 「×」字の 形に片手で綾取 っ て糸を交互 させ た所か

ら来て い る 。 数詞 本来の 音で は ない が、「x 」字形 に綾取 っ た の が五 本の 指の 片 手だ

か ら数 の 五 ヲ 「ゴ 」音 で呼ん だ 。

（∩ ）家屋の 形象 。 「屋 」音の字 。 片手五 指 を並べ て 示 した五 を、六に い た っ て全部握 っ

て 「コ ブシ」を作 っ て六 を表した 。 「握」と同音 の 「屋」を借 りて 数詞の 六 と した

七 は契 ・金文 には現在 の 十の よ うに書 き、一を真中か ら切断する よ．うに 1を加 えた。

厂切」 の 原字 。 （丁 山説）片手 を握 っ た状態か ら人指 し指一本を出 して こ れ を折 りま

げて表した 。 「七」 ｝まこ の 「切」の音を借 りた 。

両側 に 分 れ て 其間にす きま の ある こ と を示す字 。 （説文の 説）五 本の 指 の 中三 本 を折 っ 、

て、親指 と小指を延ばした形で 「八」を示 したが 、 そ の 形が 八 と同形で ある こ とか ら

数詞 として 用 い た 。

（3y ）肘の 形 。 九 の 数は小指1本を立てて表 した 。 「軌」に 「小」の義が あっ て、「求牛」

際九牛」 は い ずれ も 「小牛」 を意味する 。 「九」即 ち 「肘」の字 を数詞に借 りた の は小

指 を表示する音 を借 りた 。

十 は契文で は 1、 金文で は ◇の よ うに 肥 点を加えて示 した 。 針の形で 肥点は そ の 糸穴 。

「針」の古音 は もと 「ジ フ 」で あ っ た こ とが 、「瀋，汁 ， 種」が音 を異 に しなが ら同

義で あるこ とからわかる 。 十を表すに は両手 を合聚めて示 した 。 針 （ジ フ ）と聚 （ジ

フ ）が同音で あるため、針の 原字 「十」を借 りて 数詞 とした 。

百　
一 と白の合字。 白は θの よ うに書い て親指の象形。 百は親指 1本で表 した。 百 とは

一

　　 百 の 意 で 二 百 、 三百 、
五 百、六百 な ど の 契 ・金 文は

「
それ ぞれ 白字 の 上 にそ の 数 を書 い

　　 た 。

千　（9）人 と
一

の合字 。 契 ・金 文で は二千 、 三千、四千、五干な どは
一

字の部分 に書 きそ

　　 えた 。 つ まり千 は 、それ 自体で 「
一

千」の意 。 「千」は 「人」字で 表 されたが、その

　　数詞 を腹の部分に書 くとこ ろか らする と腹で 表したか も知れない
・
とい う。

萬　（ぜ）さそ りの象形 。 仮借 との み い っ て数詞に転用 された理由は示 されて い ない 。
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　以上 で他 の文字に借 りた 四以上 の 数詞に つ い て 、その 転用の 事情が知 りうる 。 また、百 と千

につ い て 現代漢語で は100，ユ000，を 数え る の に （yibtii）（yiqian）とい っ て 、漢字表記で は
一

百、一

千 の よ うに一を添える と こ ろ が 、 日本語の 100
，
1000の称数法、表記 と小異があるが 、 「百」「千」

がそ れ 自体 「
一

百」「
一

千」で あ っ た こ との 解説 と結 びつ けて 教えればEEL’tsの 鮮明化に役立 つ で

あろ う。

且
一 3　 序数詞 に つ い て

　漢語の 序数 は 「第一、第二 」の ように数詞 に次第の 第をつ け加 えれば よ く、現代漢語 も同 じ

で ある 。 また数詞 に何 もつ けず 「
一

日 、 ；日」と して 個条を示す表現 も古 くか らある 。 英語に

はfirst，
　second ，　thirdと言V・

、 フ ラ ン ス 語に pre面e ち second （e ）（deu 漁 lne ），trpisieme とい っ て、

one ，two や un ，deux に 由来 しない 序数が残 っ て い るが 、 「数 と数字」で は こ れ を古代 人が
一

や 二

を神聖視、特別視 して い ．た こ との 痕跡 とみ る 。

「一」と い う数字は 、 ある古代人の場合には、他の 数と区別 されて い ました。 古代の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

ヘ ブライ語や ア ラ ビ ア語では 、 計算は二 か らは じめ 、

一
は神だけに とっ てお か れま し

た 。

…… ヨ ーロ ッ パ で はゼ ロ （0 ＞と（1 ）とは 、 数字 とは呼ばれませ ん で した 。 それは、

ゼ ロ は 数 とは み な され ず、一は あらゆ る数の 源泉で 数そ の もの とは考 えられ なか っ た

か らです 。

……
ある言語で は 、 二 もまた、他 の 数 とは違 うもの とみ なされ ま した 。

……要す る に こ の こ とは、昔の 人び とが、「第＝、の少年」 と 「二 人の 少年」 とを関連

づ けなか っ た こ とを物語 っ て い ます 。 人び とが こ の 関係 を知 っ て 「第三 」と「三 」「第四」

と「四」と を関連づ け始めたの は 、 人類がか な り発達 して か らの こ とで した 。 （「数 と数字」

P ユ4− 15）

　こ うした古代観念の痕跡をもたぬ 「第
一

、 第二」の序数詞を使 っ て い る中国で も、
一

や二 丶

更に三 を神聖視する観念は あっ た 。 それ は
一

を全て の 数 の源泉 とい う以 上 に 、 万物の 源泉 とみ

る思想で あっ て、字源 を解い たはずの 「説文」 も、

一の 字形 とかかわ らぬ こ の 思想で それを解
い て い る o

’
　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

一
　惟初太極、道立於

一，造分天地，化成萬物。　 （「説文解字」第
一
篇上）

二 　地之數也。　 （同上 、 第十三篇下）・

三　數名、 天地人之 道也 。 （同上、第
一

篇上）
注12）

　とあるが 、
こ う した字解 を白川静氏は字 の 原義で はな く、 時代思想 による解釈 どみ て 次の よ

うに い われる 。

　 説解 の 文 は 〈淮南子 、 原道訓〉「道者一立萬物生矣」また 〈易乾鑿度〉「孔子日、易始於太極、

太極分而爲二 、故生天地」な どによる もの で あろ う。 老子第四十二 章の 「道生
一
、
一

生 二 、

二 生 三 、 三 生萬物」とい う、 道家の道 と自然形域の 関係 を論 じた思想がその背景をなして い る 。

　 （「説文新義」巻一、P1 ）
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　 ヘ ブ ライ語、ア ラビア語、ヨーロ ッ パ に 見 られた数の 一二 を神聖視する古代観念は、中国古

代 に は 巳 に 「老子」「易」な どに思想化 され て い た。そ の 思想は数の 解釈に は影響を及ぼ したが、

称数法な どはそ の影響を受けなか っ た 。 それが今日の 漢語の序数詞の 整斉 さ とな っ て い る 。

　 「説文」は
一

か ら十まで の 数 をすべ て こ うした 「易」陰陽五 行の 思想で 解い て い る 。 従 っ て

先 に
一〜十の原義 にみたように、「説文」は 厂入 」に しかその 原義を示 し得なか っ た 。 また、first

second ， は 「太初」厂それ につ づ くもの」の 意で あるが、漢語の序数詞として時に見 える 「初、

次」「初 、 再」な どはその 発想に近 い もの で あろ う。

　first ［OE 　fyr（e ）st （adj ＆adv ）；Cog ，　OHG 踊 sto 　fhst ／Gftirst　prince ：本 来 fOre の 最 上 級］

second 　［ME 　seconde ，Fsecond ，Lsecund （us ）f．　L　sequi 　to　follow］

　 （「Kenkyusha
’
s　New 　English−Japanese　Dictionary」）

　　初
一

日
、 五行 ， 次二 日敬用五事 、 次三 日

、 農用八政， 次四 日
、 協用五紀； 次五 日，

　建用皇極，次六 日，又用三徳，次七 日，明用稽疑，次八 日，念用庶徴，次九日，嚮用

　五福 ，威用六極 。 （書洪範）

　　葵丘之會諸侯束牲載書而不欷 血。初命 日 ： 誅不孝 ， 無易樹子 ，無以 妾爲妻 。 再命日 ： 尊賢

育オ，以彰有徳 。 三命日：敬老慈功，無忘賓旅 。 （孟子、告子下 ）周法高「中國古代語法jp277〜278

　 「書
・洪範」の 例 は 「初 ・次」に更に r−一 ・ご 」が添え られて い るが 、 「初命 ・再命」は 、「最

初 に」「次 に」の意で
、
first　second の発想に通 じる 。 また 、こ の他、「春秋五 始」の 「元年 ・春 ・

王 ・正 月 ・
公即位」は 「元 は気の 始め、春は四時の始め、王は受命の 始め、正月は政教の 始め、

公即位 は一
国の 始め」（左伝隠公元年 ・正義）とされ 、 「元年 ・正月」 も始め を神聖化 しよ うと

した漢語の特殊な序数であり、
こ れ は春秋以来現代 日本語に も残 っ て い る 。

　そ の 他 、 中国に特有の 序数詞 と して 、 十干十 二 支の 干支がある 。
こ れ は殷墟出土 の 亀 甲獣骨

に己 に六 十干支の 表が あ り、 ト文で はそ の 占 トの 日を記 して 殆 どが こ の 干支を記 して い る 。つ

まり、商代 には 日 の順序を記すの に使われた 。 後 に漢代 には紀年、紀月、紀時 と暦
一

般に使わ

れる よ うに な り、そ の 暦法をと り入れた 日本へ も入 り、高校生の 国語便覧や 古語辞典な どには

その組織が示 され て い る 。 これが 中国語の純粋な序数詞で ある こ とにつ い て は、周法高 「中国

古代語法」 に 「漢語語法論」 を引 い て い る

　　用 干支來紀 日
， 甲骨 、 金文 中都很常見 。 漢語語法論P338 説二

　　中國的純粹序數其實就是干支。干支的發 明本來是用 以紀日，後來用以紀年、紀月、紀時 。

時、 日、月、年都是時間的問題，而 時候的特徴則于有順序。干支 是用來紀年 、 紀月、紀日、紀

時的， 并不是用來計算時日的多少 。 換言之，他的用處是説明時日前後的順序，所以他根本是個

序數的性質 。 　 （周法高「中國古代語法」P284）

　また、十干が 、 紀日以外に も、律令の個条、帳簿の番号に 「甲令 ・1 乙令 ・丙令」「甲帳士「乙帳」

の様 に使われた例 も周法高 「中国古代語法」（稱代篇 ・序数 P278）に示 され て い る 。

漢字の原義を説 こ うとした 「説文」はそ の書 を 「
一
」の字解に始め、こ の 十干十二 支の 字解
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で 閉じて い る。 それ によれば 、 十干 を方位の 消長、季節推移の 次第、十二 支を十二 箇月にあて

て い るが 、 そ の 漢数字の 字解 と同 じ く、 時代思潮の 五 行思想で 解 くもの で、それ は彼の 思想 を

表 して い て も、 商代 に成立 して い た干支の 組織 を解き得て い な い
。 郭沫若 「釋干支」は 、 甲、 乙 、

丙、丁 を魚鱗、魚腸 、 熱尾 、 魚枕 （耳石）で 魚身の 象形、戊 ・己 ・庚 ・辛 ・壬 ・癸 は ・戚 （ま

さか り）惟鐓 （い ぐるみ）鉦 （楽器 ）剞瀏 （入れ墨用の 針）鐃 （石針）戮 、（三鋒矛）で い ずれ

も戎器の 象形 とみ、基数の一二 三 四が 横畫で記 され 、 五以上が 仮借字 と して 成立 した の と対応

して序 数詞 の 二 段階 成立 を見た。ま た、新城新蔵「東洋天文学史研究」 の 十二 支を十二 箇月 とす

る説を批判 し 、
バ ビ ロ ニ ァ 天文学 の 十二宮の 伝播 と見 た ，

（注 13）
その 後文字学の 深化 は こ の説

を裏づ ける ようには 進展せ ず 、 甲 、 乙 、 丙 、 丁 を魚身の 象形 とみ る見方は全面的に否定 されて

い る 。 む しろ、個々 の 字の解釈の 深まりに よっ て 、干支の組織の 由来は不明とされ て い る 。

全体 トシ テ 十 干 ト十二 支ノ音ガ何処カ ラ 起 ッ タカバ 全然判明シ ナイ カ ラ 、 何故 二 甲乙丙丁

及子丑寅 ノ字ガ借用サ レ タカバ 全然解 ラナイ。 （「漢字 ノ起源二 」P3）

十干 の 名に は そ れぞ れ意味の 聯繋 を求め うる と こ ろが あるが、 十 二 支の そ れ は い わ ば 全 く

無記的 で あ り、記號的で ある 。 音を以 て 字を えらん だ とする他 な く、十二 の 聖数をそ の名

で よんだ の で あろ う。 （「説文新義」巻十四 、 P221）

　そ の 後、赤塚忠 厂甲骨文字干支」はそ の 文字学的読 み取 りの 上 に、干支組織の 由来、序数詞

の側面を、 十干
一

植物成長の次第 、 十二支 t ・・入 間成長4）次第と して解釈を試みて い る 。

甲は蔵してお くこ と、乙 は起 きあがろ うとす．るこ と、 丙は横に広が る こ と、

・丁は の びる、

長大する こ と、戊 は茂る こ と、盛大に なる こ と v 己は始めをなすこ と、庚は強 固なる

こ と、辛は突き・出る こ と、壬 は充実する こ と，、癸は ひ と区切り
「
となる こ とで あるな ら

ば、これ は植物 、 特に大麦の 類が甲で種子 を地中に蔵 し、 乙で地 中に根を生 い
、 丙で

地上 に双葉を出 し、 丁で 茎が伸 び 、 戊で葉が茂 り、 己で 実を結ぶ 新 な営み をは じめ て

花が つ き、茎や葉や新実が庚で 固々 しくな り、辛で 一般 に草木ならば新 しい 小枝 を突
　 　 　 　 　 　 　 　 　 の ぎ

き出 し、大麦な らば芒 を鋭 くつ き出 し、壬で 新実が充実 し、こ こ で癸で植物、特 に大

麦の 成長活動が一段落す る こ とをい っ て い る の に相違ない 。〔注 14）

十 二 支は 、 人の 生霊が母 の胎内に宿 り、 胎児が成長成熟 して 、つ い に　児と してその

名 を得る まで の 経過に とρ て組織 されて い ると考 えられる 。 こ の経過は現代の 知識 も

ほ ぼ 合致 しよ う。

（注 15）

　こ うした発生論的見方が 甲骨文研究の 上に成 り立つ な らば、「史記
・
律書」、劉煕 「釋名」、許

慎 「説文1 の 干支の 捉え方や1 五行思想 を生 む根が 干支の 組織 それ自体 にあっ た こ とになる 。

その意味で 、 字形の確定か ら、干支の 組織 ・伝統思想の 発生 と変化 を跡づ けうる興味深い説 と

思う。
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　 皿　月の 名 と週 日の 名

　頂一 1　時間詞 「年
・月 ・

日」の 語源

　日夜 の循環 を区切 り と して 日を数 え、担の 満ち欠けに よ っ て 月 を数 え、日月 の 運行 に よ っ て

年を数 えた の は 、 人類四大文明 い ずれ に も共通す る こ とで ある。従 っ て 何語で あれ 、年 ・月 ・

日の語 はそ の 語源は相 い 似 た もの で 、ごとあらた め て それを い う必要 もな い 自明の 事と して私

達はその語 を使 っ て い る。

　漢語の

．
「月 ・日」が 天体 と して の 太陰 ・太陽 の 象形字で あ り、時間詞 と して両用 され て い る

こ と、和語の 「つ き
・
ひ」 も天体名 と時間詞 に両 用 されて い る こ とは説 明を要しな い

。 されば

こ そ、私達 は漢語 「年 ・月 ・日」に 「と し ・つ き ・ひ」 の 訓 を与えて もきた の で あ っ た。ただ 、

「年」 と 「とし」に つ い て は少 々 説明が い るか も知れ な い 6 「年」は 「稔」 の 原 字で あ っ て 、一

年、 二 年は
一

稔、二 稔 の 意で 、稔 は年が も っ ぱ ら年歳の 意 にな っ て か ら別に作 ら
．
れ た 。

（注 16）

和語 「とし」の 語源 も同じ所 にある

’
。

と し ［年 ・歳 ］《稲な ど の み の りの 意、一
回 の み の りに

一
年か か る と こ ろか ら。 後に年の 意 。

漢字 「年」も穀物の 熟す る意》「我が欲 りし雨 は降 りきぬ か くしあれば言挙げせ ず と も一は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

栄えむ」〈万 四一
二 四〉（岩波 「古語辞典」）

注 17）

更に英語の year ，
． m ・ nth

，
day

，
を み る と 、　m ・ nth が m ・ ・ n に由来す る こ と 、　 dayは漢語や 和語

の よ うに直接sun には関連 しない が、　 day−nigh 亡と対比すれ ば、「日夜」
’
の 日、「ひる よる」

の 「ひ る」に当る語で ある
’
こ とが わか る 。

day　2）D −【ギ リ

’
シ ャ 神話】昼の神（Nyx の子〉［OEdEeg ；Cog ．Gtag ／ Du ，Dan ＆Swed ．Dag ］

（「Kenkyusya
’
s　New 　English−Japanese　Dictionary」）

Tag ［原義 helle　Zeit；engl 　day］（明る：い 時間）（木村謹治 ・相良守峯
・
獨和辞典 ）

注 18）

year は太陽の 運行 を意味 し、 「年」「とし」 とは異 なるが 、

・
漢語 の 年歳の歳の方が それに

あた る 。 　　　　　　　　　
』
　　　

』
　

’

year ［OE 　gear，Cog ．Du　jaar／ Gjahr ］ Jahr ［原義 Gang ［de 正Son4e1 ］ （日 の 歩

行）（前掲 「Kenkyusya’

s　New 　English−Japanese　Dictionary」及び 「獨和辞典 」）

　こ の よ うに天体 の 運行
’
と自然の 推移 と い う普遍 的事実か ら生 まれた語彙 はそれ ぞれ の 語族

間で 相似 た語で 表 され て い た の は む し ろ 当然で あ っ た 。 とすれ ば 、月の名 、週 日 の名 は どう

な っ て い る の だろ うか 。 　　 　　 　　 　　 　　 　 一

　皿
一 2　 月 の 名

　漢語が月の 名 を一
月 、

．
二 月、三 月一十二 月 と称 した の は商代以来の こ と 、 殷墟甲骨文は例

外な くこ の 名で表示 して い る 。 日の 順序を表すの に干支とい う序数詞を工 夫 した商の 人々
’
も、

月 の 順序 は基 数 と して の
一

二 三 …十二 を序数詞 と して 両 用 し て い た 。 漢 代 に な っ て 十二 支で

月を表示す る こ と も並行 的に行な われ たが 、現代漢語 まで こ の 月 の 名が続 い て 来た 。 それが
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中古漢語の 時代に 日本に伝わ っ て 、和語 の 月 の 名は 、 そ の 称数法 と同 じ く現代で は姿を消 し

て しま っ た 。

　 む つ き、きざ らぎ、や よ ひ1うづ き、さう き、み なづ き、ふ みづ き、は つ き、なが つ き、かみ なづ

き、しもう き、しはすの称ば中国暦伝来以前の 自
’
然暦段階 に生れた月の 名 と思 う。 「時代別 国語

辞典 上代 篇」 の 「干支 ・月名に つ い て」で は 、 平安
’
時代 の 月の 呼び名が上 代に溯 る こ とを．

示 しつ つ 、

　 語源 につ い て も諸 説あるが、多 くは 不明 とい うほか な い
（注 19 ）

と言 っ て い るが 、r岩 波古語辞典 」はそ の うち 、 や よひ 、 さつ き、
’
み なつ き 、 か み なづ きに

つ い て は次の ように 言 う。

や よひ （イヤ ホ イの 転 と言 う）

さつ き （サ は神稲 。 稲を植 える月の 意 ）、

み な つ き （ミは水 、 ナは連体助詞 。 田 に水 を湛える月、の 意か ）

か むなづ き （もと 「神 の 月 」の 意か 。ナ は連体助詞で あ っ たが、平安時代 に なる と一般

に使われ な くな っ た の で 、 無 シの ナ と思 われ 「神無月 」の 俗説を生 じたか）

　そ の 漢字表記 と語源説が
一

致 して い る弥生 （イヤオ ヒ ）、や 、 明示的な霜丹 （し もつ き）な

どか ら し て 、それが 自然暦 、 農事暦的な呼 び名で あ っ た ろ うか ら、「さつ き」「みな つ き］ に

対する解釈 の 方向は 支持 される と思 う。 他 に 「B本語の 語源
一角川 小辞典 10」 （注 20＞

の 解釈

は そ の 自然暦 、 農事暦の 方向に添っ た もの と して 興味が もて る 。

如　月

弥 　生

卯　月

早　月

水無月

文　月

月

月

月

走

　

　

無

葉

長

神

師

陰暦二 月 は草焼 きの 季節 であ っ た の で （草焼 き）月 と い っ た 。 ヤが 子交 ［jr］ を

’

とげて クサ ラ キ に転音 し、語頭の 母 交で キサ ラギ （如月） に 変化 した 。 （P25）
「

草木が い ．よい よ茂 る こ とを イヤ オ ヒ （弥生） とい っ た の が 、ヤ オ ヒ 、ヤ ヨ ヒ （陰

暦三 月 の 異称にな っ た 。

＝ 「j」の 添加例 （P408）

幹が中空で あるとこ ろか らウッ ロ ギ （空木）と い っ たの が ウヅキ （空木）にな っ

た 。 初夏 、白い 鐘 の 形の 花がむ らが り咲 く。 そ れ をウ ッ ギ ノ ハ ナ （空木 の 花）と

呼 んだ の が 、ウノハ ナ （卯の 花）と省略された 。 陰暦 四月をウノ ハ ナヅキ

’
（卯の 花 月）

と い
っ た の が ウ ヅキ （卯月）に な っ た 。

一多数音節脱落の 例 （P289）

早苗 を植 える 陰暦五 月をサ ナ ヘ ヅキ （早苗月）、略称して サ ッ キ （早月） と い う。

三 十 日間 降り続 くサ ミダレ （五 月雨）の こ とをサ ツ キ ブ リともい っ

「
た。 （P26 ）

ミ ノ ソ コ （水の 底）を ミ ナ ソ コ
。 ミ ノ ッ キ （水 の 月 ）を ミ ナ ヅ キ （水無 月）

一

発音強 化に よ る ［oa ］の 母交の 例 。

［籾 ガ稲 ヲ］ フ ク ミ ヅキ （含み 月）
一

フ ミ ヅキ （文月） ・フ ヅ キ （陰暦七 月 の 異

称 ）一
音節脱落の 例 （P276）　　　　　 、　　　　

1
　　 ．

ハ チ ヅキ （八 月）
一

ハ ヅキ （葉月） （P273）

ヨ ナ ガ ツ キ （夜長月）
一

ナガ ツ キ （長月 ・陰暦九 月の 異名） （P279）

カ ミナシヅキ （醸 み成 し月）
一カ ン ナ ヅキ （神無月 ）（P322）

トシ ハ ッ ル （年果 つ る〉月は、その 省略形 の シハ ツ が シ ハ ス （師走 ・十二 月） ・
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シワ ス にな っ た 。 （P9 ！）

　こ の 解に よれ ば葉月 だけは数か ら説明 されて い るが、全体と して 自然暦、農事暦的季節循環

に立 っ
・て つ けられたの が和語 の 月の 名で あ っ た 。 こ うした 自然暦、農事暦的発想で 月の 呼 び名

をつ けた もの と して は、後に フ ラ ン ス 共和暦が あ．る が、こ の 発想の 古い もの が 日本の 月の 名で

あ っ た。

　漢 語の よ うに序数詞で 呼ぶ 月 の 名は な い か と求め て み る と卩
一マ 暦第 5 月以 下第10月 まで

がそれで ある 。

　渡邊敏夫 「暦の すべ て 」
（注 21 ）

に い う。

　　世紀前 八 世紀 、ロ ム ル ス （Romulus ）王時代、一年 を三 〇四 日 と し、十箇 月か ら成 る

暦が用 い られ た。そ の 月 名 と日数は 第9表の よ うで ある 。

　　ロ
ー

マ 暦 の
一

年は 、 太陰屓 に よ っ た もので あろ うが 、．
一

年 を三 〇 四 日とした こ．とは暦法

　上 ・ま っ た く意義の ない こ とで ある 。
ロ ム ル ス が旦

一
マ 市 を建設 した の は 、 世紀酋七五 三年

　で 、
こ の 年 を ロ ーマ 紀元元年 とする 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　　ロ ム ル ス の 後継者 ヌ マ ・ポ ン ピ リウ ス （Numa 　Pompirius ）は ロ ム ル ス 暦の 不備 を補 っ

　た。第十
一

月ヤ ヌ ァ リウ ス ニ 十九 日、第十二 月 フ エ ブ ル リウ ス ニ 十八 日の 二 箇月 を年末に

　付加 して、一年十二 箇月 、三 五 五 日 と した 。 年 は春分 を含 む春 に始 まる 。 （P51 − 52）

そ して こ れが西 洋諸語の 月 の 名の もととな っ た 。 そ の 事情 を見．る た め に 渡邊敏夫氏作製の

暦 の 対称表の
一

部 を示 して お こ う。
（注 22 ）

「
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月の
ロ ーマ 暦 ユ リ ウ ス 暦 フ ラ ン ス 共和暦 日本暦

順序 月名（現行暦の 月）ロ ム ル ス ヌ マ
月名　　ユ リウ ス 　ア ウ グス

　　　　　　　　　　　　　　　トウ ス
脇

「
（現行麟 月） 月 名

第1月 喩 rdus 　　（3月＞　　3ユ日　　31日 Januar圭us 　　　　 31日　　　　31日 vendemiaire 　（9− ・10月）3G日 む つ き

睦月
（Janua・y＞ 葡萄月

きさらぎ

第2月 Apdlis　　（4月）　30　　
129Februahus

　29（30）　28（29） brumaire　 （10ん II月）30 如 月

（February＞ 霧 月
や よ い

第3月 Maius 　 （5月） 31　 31 臨 れius　　　　　　　31　　　　　　31fhmaire 　　　（11〜12月130 弥生

（March ） 霜 月
ケ づ き

第4月 Junius　　（6月＞　　30　　　29・ Aprilis　　　　　　　　30　　　　　　30niv δse 　　　　 （12〜1月）　30 卯月

（Aphl＞

「
雪月

さ つき

第5月 Quinti［is　（7月） 31　　31 甑 ius　　　　　　　　　31　　　　　　31pluvi6se 　　　　　（1
〜2月）　　30 皐月

（May） 雨 月
みなづ き

第6月 Sexd賎s　　（8丿ヨ）　　30　　　29Jun 正us 　　　　　　　30　　　　　30ventose 　　　　　（2〜3月）　　30 水無月

（June） 風 月
ふ み づ き

第7月 Sep孟embbs （9月）30　　 29Qu 血丗is／Ju重ius　31　　　　　31germir
≒a1　　 （3− 4月）　 30 文月

（July） 発芽月 （芽月）
は づ き

第8月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

Octobr孟s　（10月）　31　　　　31Se ｝d矼js／Augus舶 s　30　　　　31Hor さa1　　　　　　（4− 5月）　　30 葉月

（August ） 花月
ながつき

第9月 Novemb s （11月）30　　29Septembris 　　31　　　30prair 圭a ま　　　　　（5〜6月）　　30 長月

（S・pt・ mb ・・） 牧場月 （草月）
かん なづ き

第10月 D6cembhs （12月・）　30　　29 （）ctbbri 忌　　　　　　30　　　　　　31messldor 　　（6− 7月）　30 神無月

（October） 収穫月r
しもつ き

第11月 Ja耳uadus （1、月）　
一
　　

』
29Novembds 　 　 31　 　 　 30thermidor 　　　（7〜＄月1）　　30

霜月

マ （Nove皿 ber） 君月 （熱 月）
し わ す

第ユ2月 F・b皿 ・ヰ・・ （2月） − 2き 跳 cembris 　　 30　　 　 31f 川 cddor 　 （8− 9月） 30 師走

（脱 cember ） 果物月（実月） （閏日　 5，6）

1年の 日数
　　广，
ノ 304　　　 355 365（366＞　　365（366） 365（36の

　ロ ム ル ス 暦の第 5 月以降 は Latln語ρQulnt　 5
，　Sex 　 6， Sept　 7

，
　Oc　to 貫，　No 免 m 　9，

　De 　
’一

・em ・0，の 序数詞の 形で 、齬 の 月の 名 と発想 を剛 くして い る ． そ聯 1崩 ・

狒 胡

は淳 数詞で は な く、神の名等が名づ け られて い るが、そ の語源説をみ る と神話に よる農事暦

の 痕跡が 濃 い
。 「Encyclopedia 　Atnerican．a」の 語源説 の March 以下の 部分 に見 えて い る そ

れ を引こ う。

MARCH 工t 捻 named 　for　 mars ， 出 e　Rolnan　god 　of　war 　and 　Q   血ally ，of　V合g晦 廿oh ．　 In

ancient 　Rome ，
』
March　was 山 e 五lst 皿 onth ，making 毘 newal 　of　tigricutUre　and 　of　military

campaig ．n ．

APRIL ・ C ・ll・d　Ap ・iliS・i・　th・ R・m ・n　C ・1・nd ・r （i・ whi ・h ．辻was 血e ・e ・・ nd 　m ・曲 い P曲 ・

・biy　d・呻
i… m ・   曲 ・ L・唾 ・・畑 ・・呵 … P・n ）・ i・di・aU ・9　th・　・g・・n ・価 ・

year　when 　the　buds　beg血 ID　open ．．

／
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MAY 　It　is　 named 　 for　Maia ，an 　 early
・Roman 　 goddess 　 of 　 spring ，to・whom 　sacrifices

were 　made 　toward 　ensu 血 g　 a 　bountiful　harvest

JUNE 　The　nhme 　came 　into　English　frorn　LAT 【N
， possibly 　from　the 　word 　juniores

（
’‘
youths

”
）on 　the　g

−
round 　that ．　this　month 　once 　honored 　the 　young ．　

（注23）

　Aprilis には別 に 「aper
“

wi 正dboar ”
」「ギ リ シ ャ 語 の Aphros ，Aph 勢odite （愛の神）の 語根」

「Vedic　paras （following）」の可 能性 も示 され て い る 。 またJuniusに も別 に 「J’　uno （ジ ュ

ピ タ
ー

の 妻、女性の 結婚の 守護神）」 「JuniUS （ロ ーマ 貴族の 名）」の 説 も紹介 されて い 、る 。

　Martius，Maius は明 らか に神話 に よ る 農事暦 の 発 想で あ り、
AprilisをAprodite

，Juno と解

ぐ見方は生命発生論的神話の 痕跡 の よ うに も見 える 。 数の 1 ・2を神聖視 した ように春の 始ま

り・生命の 始 ま りを神聖視す る古代観念の 混在が ロ ム ル ス 暦 の 第 1月一第4月の 名であ り、第

5月以下 は客観的序数詞の 名で あ っ た。そ れは殷 人 の 暦 の よ うに実用 的 な もの で は な く、そ

の 不足分 に両面神Januarius， 清 浄神 Februarius の 二 箇 月を つ け加 えた の が 、ヌ マ の改定で ．

あ っ た 。 そ の 後 ユ リウ ス の 太陽暦採用の 際にJanuarius を年初 と して 、現在 の 西洋諸語 の 月

の 名が定 まっ た 。 そ の 際、Quintlisは 暦法 の 制定者J　ulius に捧 げ られ 、また ア ウ グ トウ ス の

改暦 に は Sextilisが Augustus に捧げ られ 、 序数詞名の 月 の 名は 、
二 月 ずれ て 九 月

〜一二 月 に

残やζとに な っ た 。
こ れ ら と漢語 の ぐれ を対比 して み る とあ らため て漢語の それ の 整斉簡潔

を感 じない で あろ ケか 。

　 丗
一 3　 週 日 の 名

　 現代漢語 の 週 日の 名 は 、こ れ もそ の 数詞 を序数詞 と して 用 い た整斉簡潔 な形「星期
一、星 期

二 、星期三 、星期 四、星期五 、星期六、星期天 （星期 日）」で ある。生活 を七 日週期 に 区切 る とい

うこ とは 〜 中国に も、その暦法を輸入 した 日本 に もな い こ とで あ っ た 。 十 日
一

旬 ご とに 占 ト

を行 な っ た殷人以来、一月 を上 旬、中旬 、 下旬 と10日区切 りと した り、
つ い た ち 、

’
十五 日を

休 み とした り
’
、十五 日 、 みそ か勘定の ように

一
月 を二 分 した りする週期が行なわれ て い た。

明治維新 、 辛亥革命後、それぞれ従来の 太陰太陽暦 を太陽暦 に改め た こ と によ っ て 、
こ の 七

−
日週期が 生活上 に取 り入 れ られ る こ と にな っ た。た だこ の バ ビ ロ ニ ア 起源 の 七曜週期 は 中国

に も早 く入 っ て お り、 生 活上 の 週 期 と して は 使われ なか っ たが 、「日月 火水 木金土 」は古 く

か ら暦 に記載 され 、 占い な どに は使わ れ て い た とい う。

　　七曜暦　以 日，月和軍星 狙 日的厨法。我国通行順序力 日、月、火、水、木、金、土 、 周

両 夏始。 始于古代巴 比伶 ，　 （
一

説始于古代埃及）我 国四世妃財曽有此法 。八 世彡己吋摩尼教徒

由中亜康国接人 我国。　《新唐弔芒文志三 》載有昊伯善 《隊七 曜厨》五 巻。 敦煌友現的厨弔和

占星木著作亦有用七曜厨者』　（「漢謡大詞典」）巻
一

）
注 24 ）

　日本 に七曜が 入 っ て きた の は 、 空海 （弘法大師）が伝来 した とい われ る 『宿曜経』によ

る と され る 。 暦に記載される ようにな っ たの は十世紀末頃からで 、 それ以後の暦 に は、毎

日に七 曜が記 されて い る 。

一
中略

一
明治六 年改暦 して 太陽暦 を採用する と万事西洋流 とな

る につ れ、週 も市民生 活 に影響をもつ よ うにな り、明治九 年三月十二 日太政官達第二 十七
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号に よ り、

従前十 六 日休暇の 處来る 四月 よ り日曜 日を以 て 休暇 と被定候條此 旨相達候事

と達 しが あ り、 公務に は 日曜 日が休 B とな つた 。 （「暦の す べ て 」 P35）

　従 っ て 日本人 の 現 在使 っ て い る週 日の 名 は 漢語 の 七曜名 を新暦採用 の 際 に 踏襲 した の で

あ っ て 、太陽暦か ら薪に訳語 を工 夫 したわけで は なか っ た。その後 1912年 に太陽暦 を採用 し

た 中国 は 、七 曜名
1
に変 えて新に 「星期 一

」以 下 の 序数詞名を採用 した の で あ乱

　　　バ ビ ロ ニ ア起源 とは別に 、 「旧約聖 書」・の 天地創造神話 に よ っ て 、 七 日週期 を用 い た

　　　ユ ダヤ暦で は 、七曜名 を使 わず、

第 1日、第2 日 と順 に数 えて 終 わ りの 七 日 をサ バ ッ ト （Sabbat ）と呼ん で 休 日 と した。

（
’
「暦の す べ て」P31）

　とい う。 申国人は そ の 改暦 にあた っ て こ の 方式 を採用 した 。 民国の民 間 暦を見 る と確か に

現在使用 して い る 「星期一
， 星期ニ …」 と記 さ れ て い る が 、現代漢語に は教会起源 の 厂礼 拜　　　　　　　　　　　　　　 I

−
、礼拜二 、礼拜三……礼拜天 （礼拜 日）」の 呼称 も残 っ て い る 。

　七曜暦伝来 の 頃に は既 に 中国的宇宙観 として の 陰陽五行思想が成立 して い て 、七 曜の 五 惑

星は、五 行に相当する火星、水星、木星、金星、土星の 名で呼 ばれ てお り、日 ・A は太 陰 ・

太陽 とも呼ばれて い た 。 従 っ て 七 曜 は 「日
・月 ・火 ・水 ・木 ・金 ・

± 」 とな っ た 。

一方 バ ビ

ロ ニ ア の それ 、 ヨ
ーロ ッ パ 諸語で は五惑星は それぞれ 神話の 神にあて られ て い て そ れが使わ

れ て い る 。 私達が 英語 の 習 い 始め に、Sunday
，
Monday はす ぐ理解で きて もTuesday 以下 に

と まど うの は、英語の 歴史を反影 して 火曜以下金曜まで は 、 現在の 英語の 惑星名とは違 っ た

チ ュ ・
・一

トン 族 の 惑星名が残 っ たた めで ある 。 渡邊敏夫 「暦の すべ て 」にある七 曜名対照表 を

引用 させ ℃ い ただ く。

　Tiu
，
　Woden

， Thor，
　Freya， はチ ュ

ー
トン族 の神話で 、

　 Mars ， Mereu
【
ry，Jupiter，　Venus にあ

たる神である 。

七曜名 ラ テ ン 名 英　名 サ ク ソ ン 名

日曜 日　　LDies
　Soi三sSundaySun

’
day

月 曜 日 Dies　 LunaeMQndayMOQn
’
s　 day

火曜 日 Dies　 MartlsTuesdayTh ’

s　 day

Die忌 ・W6dResdayWoden
’
day

水曜日
Me 【℃ udi

木曜日 Dies　 JovisThursdayThor
’
s　day

金曜日 Dies　Venehs
　　  
Friday Freya

’
s　 day

土曜 日 Di6s．Sa血 miSaturdaySa 艶皿 e
’
s　day

（「暦の すべ て」p32 ）

　以上で私達 が 日常使 っ て い る漢語の七曜各 、 英語の それ 、 現代漢語の 序数詞呼称が 如何に
．

そ の 根底 を共通 に しつ っ
、 差異的に現われ て い るか示 され ると思 う。
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注

注 i 藤堂明保編 「学研漢和大字典」学習研究社　昭和61年

注2　萩谷 卜著 「土佐 日記全注釈」角川書店　昭和42年　P51

注3　倉野憲司校注 「古事記」，日本古典文学大系 1　岩波書店　昭和33年

注4　周法高著 「申国古代語法 ・楊代篇」．中央研究院歴 史語言研究専刊之三 十九台聯國風 出版社民

　　 國
「61P261 に数詞と して の 「壹 ・參」の 使用 は秦代に「陸．・漆 ・

柴 」の 原字 が 漢代 に見 られ、

　　 唐代 には 「肆 ・伍 ・玖 ・拾 ・伯 ・佰 ・阡」が そ ろ っ て 流行 した こ とが示 されて い る。

注 5 坂本太郎他校注 厂日本書紀」 日本古 典文学大系 67 岩波書店
・

昭和42年　Pユ07。 数詞 に つ

　　 く日本語 の 「つ 」は漢語の 「箇」に当る。現代漢語で は簡略な異体字 「个」が使われ る が、

　　 日本の 皿盛 りの 果物など に 「三 ヶ 百 円」などとみ られ るの は こ の 「企」の 筆写体 。

注6 岩崎民平 ， 河村重治郎編 「Kenkyusya
’
s　New 　English−Japan巳 se 　 Dictionary」研究社　

’60

注7D ・EH ス ミス ， J ・ギ ン ズ バ
ー

ク著 、 平田 寛訳 「数と数字」世界教養全集30平凡社　
「63

　 　 P17〜18

注8 丁山著 「數名古誼」歴 史語言研究所集刊
一

ノ
ー
　中華書局　

’87　P94

注9　郭沫若著 「釋五十」「甲骨文字研究 」所収　中華書局　
’76　Plll 〜112

溝10 加藤常賢著 「漢字 ノ 起源 （一）」斯文会　昭和 35年　P1

注11 白川静著 「説文新義」巻一　五典書院　昭和45年　P4− 5

注 12 段玉裁注，索引本 「説文解字注」中文出版社　
T71

　　 1

注 13 郭沫若著 「釋 五 十」「甲骨文字研究」所収 　中華書局　
’76

注 14 赤塚忠著 「甲骨干支文字」　赤塚忠著作集七 「甲骨金文研究」研 文杜　
’89P269

注 15 赤塚忠著 「甲骨干支文字」 赤塚忠著作集七 「甲骨 金 文研究」研文社　
’89P281

注16 加藤常賢著 「漢字 の 起源j 角川書店　昭和46年　 P749

注17 大野晋他編 「岩波古語辞典」岩波書店　
’79

注 18 木村謹治 ， 相良守峯著 「獨和辭典」
’
博友社　昭和 26年

注 19 上代語辞典編修委員会編 厂時代別国語大辞典　上 代篇」三省堂　
’89

注 20 田井信之著 「日本語 の 語源」角川小辞典 二 10　角川書店　昭和 54年

注21 渡邊敏夫著 「暦 の すべ て
一

その 歴 史と文化」　 カ ル チ
・
ヤ T ブ ッ ク ス 35 雄山閣

注 22 「日本大百科全書」・小学館　昭和59年　暦 の項に渡邊敏夫氏作成．の対照表がある 。

注 23 「The　Encyclopedia　Americana　Inte叮1ationa ．1　Edition」（｝rvlie ．r　Incorporat −ed 　
’86

注24 羅竹風主編 「漢語大詞典」巻
一
　上海辞書出版社　

’86 ’P167
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